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Abstract 
In the p問、enntpaper the author discussed the reaction mechanism of 
boiler compounds on silica scale3 in bigh preヨsuresteam boi1ers. Tbe main 
compositions of boiler compounds were ortho-phosphate3 or metaphosphate. It 
was concluded that both ionic and col1oidal silica wer白 combinedw;th sodiu-
mi.on of phosphate to form sodilm sil icat冶whenboiler compounds w，白τeapplieヨ.
S、dlumsilicat巴 dissociat色:1and retaine:! in solution， eventually it prevente:l 
silica scale deposits on boilers. 
Amounts of phosphates to be adde:l in boiler water were calculated. The 
calculateヨvalu号 wa，well in aoccord with the experimental value reported 
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成分は， Na20・AL03叩Si02の組成を有する珪酸塩で， 給水管理が充分で、ない場合は， 無珪
原水にもSi02を賦与する虞れがあることを思えば，未だ珪酸の有害性に対する認識は充分とは
言えない。シリカスケーノレの有害性を， 実験的事実に基いて最初に指摘したのは，Ebele及び
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3Si02 +2Na3PO.十3H20 → 3Na 20.Si02十2H3P04 •••••• ・ H ・..……(3)




























NaP03~こ換算すれば 3.4であるO しかしながら一般に珪酸ソ{ダの組成は， Na20・xS;Oのであ
って， その比重の小さい程， xは大となる19。缶7Kの如き稀薄溶液中での組成は不明であるが
今仮りに7](硝子と等しいと考えて，それに近い組成をもつものとすればNa.O・4S;02であるか
ら2NaP031 4SiO.の計算値は 0.86で、ある。 ~pち缶水中のSiO. 1ppm，に対し，トリメタ燐酸ソ
ーダ O，86ppm， が在存すれば可溶性の珪酸ソーダが生成するから， SiO.は缶石として沈折
することなく，イオンとして溶存する訳であるO 同時に正燐酸イコfンH.POd.6遊離するから，
15 Kaτbe and Jndear， Kolloid Beih. 同 (1942)
1丙 13el.Ind. Eng. Chem. 39. 136 (1947) 
17 Paτtridge_， Hicks and Smith， J， Amer. Chem. Soc， 63， 454 (1941) 
Thilo u. Plaetschke， Ang. Chem. 61， 260 (1949) 
18 Thi 10， Ang. Chem. 63， 508 (19引)
19 MeJlol，" Com，preh. Treat. on Ino(ga!l. and Theor. Chem 羽. ， 319 
(91 ) 
684 佐藤久次
pHが低下する筈で、ある。今一つの例とLて軟化給水中のSi02を平均 16ppmとすれば，これに
対するトン当りのメグ燐酸ソーダの所要量は，計算によって， O.8Gx16二 13.8gとなる。所で
第2報においては実験の結果から，原水中のSi02が 16ppmの場合，その溶存残出率 92.5%に
於て，メタ燐酸ソーダの所要量を約 10g/tと，算出した。この値は上記計算値と大体一致してい
ると見てよい。勿論前報告の実験は， Ca"の共存の場合で， 燐酸はCaの沈降にも消費された
とすれば，実際Si02のために必要な燐酸塩の量は更に少ないことになる。
前報によれば， メグ燐酸ソーダの大過剰は缶水のpHを著しく低下させるが， これは水和作
用で(め及び(7)式に従い反応が進行して酸性の第一燐酸ソーダNaH2PO.を生ずる結果で、ある
と考えられる。正燐酸塩Na3PO.の場合は， pHに著しい変化のないことも理論とよく一致して
いる。単にシリカスケ{ノレの防止の目的のみならば，理論上]E燐酸でも同様の効果が期待され
る訳である。前報の実験はよくこれを証明しているが，正燐酸鉄塩は相当可溶性であり，且つ
pHの著しく高い点は，適性使用を過った場合の障害が大きいおそれがあるO メタ燐酸塩は鉄を
侵すこと少し 7K和分解後の形もNaH2PO.で、あることは，その使用量を甚しく過らない限り，
pHを著しく変化させることもないと思われる。
NaOHやNa2C03もシリカ溶存には役立つが，その他の欠点は正燐酸より甚しいこと勿論で
ある。たど第一燐酸ソ{ダ及び第三燐酸ソーダの混用については，シリカスケール防止の効果
が期待されるので，研究の価値ありと思う。
f品 第2'iRの突験結果に見られるように，燐酸系清缶剤の適性量使用だけでは， Si02の溶
存を95%以上にすることは困難である。叉軟化水中にも多少の硬度成分が残存していることを
考慮に入れると，燐酸塩系清缶剤中にNa2CO.を少量配合使用するのが適当で、はないかと思わ
れるが，これも実験に上ってその適正量を決定すべきである。
向溶液中のSi02・xH20の形態については，多くの不明の点があるので，今後の研究によって
上記の理論を実証し度いと思っている。
総 括
高圧ボイラ{におけるシリカスケーノレ防止の方法として，今日実施されている各種燐酸塩に
よる缶内処理について，その効果を理論的に証明した。特に所謂ヘキサメク;燐酸ソ{ダがトリ
メタ燐酸塩であることを述べ，その清缶剤としての効果に論及した。
本研究は昭和26年度富士製鉄株式会社室蘭製鉄所の依頼によって開始されたもので、あるO そ
の遂行に当つては問所香春前所長を始め平田工務部長，大沼動力課長，加藤忠，菊地望氏等の
御援助を受けたこと多大である。ままに記して厚く感謝の意を表するものである。叉今回発表を
許可さわしたことに対しても深く感謝の意を表する。.(昭和29年6月15日受付)
(92 ) 
